
表 7掲 載 遺 物 観 察 表 (6)
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掲
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調 整 色 調
●

材

土
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外 面 内 面 外■■‐面 内■|1面

|口径|
(長軸)

1属径|
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(厚さ―)

重量

縄文土器 浅鉢 XⅢ層
横ナデ

横方向の指ナデ
横ナデ

ケズリのちナデ
灰黄褐色 褐灰色

2■■以下の

鉱物・砂粒
ススの付着

縄文土器 浅鉢 XⅡ 層 横方向のミガキ 横方向のミガキ 灰褐色 にぶい黄橙色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒
ススの付着

縄文止器 浅鉢 XⅢ層
横方向のミガキ

横方向のナデ
横方向のミガキ にぶいネ局色 にぶい赤褐色

4 mm以下の

鉱物 。砂粒
ススの4Nl・着

縄文土器 浅鉢 X III層 横斜方向のナデ 横ナデ後ミガキ 褐色
l mm以下の

鉱物 。砂粒
ススの付着

縄文土器 浅鉢 XⅢ層
横方向のナデ

組織痕

横方向のケズリ

のちナデ
にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

7 mm以下の

鉱物・砂粒
編布圧痕

縄文土器 浅鉢 XI層 組織痕 ナ デ 灰白色 にぶい黄橙色
ごく微ノlヽの

鉱物 。砂粒
編布圧痕

縄文土器 浅鉢 Ⅸ層 組織痕 ミガキ 黒褐色 黒褐色
ごく微小の

鉱物・砂粒
編布圧痕

縄文土器 浅鉢 XI層 組織痕 ミガキ にぶい橙色 灰褐色
3■■以下の

鉱物 。砂粒
編布圧痕

縄文土器 浅鉢 XⅡ層 組織痕 ミガキ にぶい橙色 褐灰色
ごく微小の

鉱物・砂粒

編布圧痕

炭化物付着

縄文土器 浅鉢 XI層 組織痕 ミガキ 浅黄橙色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
編布圧痕

縄文土器 浅鉢 XⅡ 層 組織痕 ガ キ 浅黄橙色 黒褐色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
編布圧痕

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒
13.6cm 6 5cm 5 0cm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 丁寧なナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.2cm 7.Ocm 4.4cn (反転復元)

土 師 器 杯 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.5cm 4.3cm 5.2cll

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.5cm 4 6cm 5.Ocm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.6cm 5,7cln 6.6cm (一部反転)

土 師 器 塔 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.3cnl 5.3cm 4.9cm

土 師 器 琢 Xl層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 浅黄橙色
く
物

ご

鉱
微小の
。砂粒

12 4cm 5.Ocm 4.8cm
(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X正層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11 9cm 5,Ocm 5 0cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 外 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 灰白色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
12.Ocm 4.Zcn 4.9cm 腹部ヘラ切り

土 師 器 琢
．
X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
11.8cm 4.5cm 4.9cm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 杯 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.9cm 4.5cln 4.6cm

(反転復元)

底部ヘラlJ」 り

土 師 器 琢 Xl層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
11.8cm 4.6cm 4.8cm

底部ヘラ切り
スス付着

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
12.Ocm 5.Ocm 4 6cm

底部ヘラ切り

指頭痕あり

土 師 器 琢 XⅢ層 回転 ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.9cm 5.Ocm 4 1cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.6cnl 4.Bcrn 5.Bcm 底部ヘラ切り
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誓咆種||■ 1 器■種
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出
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■
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胎
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法

備||■考
外 面 内 面 外■■面 内■||1面 1甲年|‐

(長軸)
1底径|
(短軸) 置 ; 重 量

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰黄色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11 4cnl 4.9cm 5.lcm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.4cm 5.Ocm 5.3cm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.3cm 4.5cm 4.3cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Xl層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
11.3cm 4 8cm 4.8cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
11.3cm 5.5cm 4.9cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
11.4cnl 5.Ocm 5.2cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.3cm 5 8cm 4.Ocm (反転復元)

土 師 器 琢 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
10.3cm 5.lcm 4.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 ネ XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
10.Ocm 5.4cm 3.5cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 不 X層 回転ナデ 回転ナデ 橙 色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
9.2cm 5 5cm 2.9cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5,4cm 底部ヘラ切り

土 師 器 不 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.5cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

底部ヘラ切り
スス付着

土 師 器 堺 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
5.Ocm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 ネ Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.Ocm 底部ヘラ切り

土 師 器 杯 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.3cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 赤灰色 淡赤橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.5cm 底部ヘラ切り

土 師 器 杯 X層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
5.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
4 9cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
5.Ocm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
l mm以下の

鉱物・砂粒
4.9cm 底部ヘラ切り

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
l mm以下の

鉱物 。砂粒
4.7cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 明褐灰色 にぶい橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒
4.5cm 底部ヘラ切り

土 師 器 塔 X層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5 4cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5 1cl■ 底部ヘラ切 り

土 師 器 琢 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
4 3cm 底部ヘラ切り

表 8掲 載 遺 物 観 察 表 (7)
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表 9掲 載 遺 物 観 察 表 (8)

場議
番号
種 |1別 器||1種 警1堪毒

調 整 色 調
●
材
一
ｉ
胎
一混

一法 量

備‐■||1考
外 面 内 面 ‐外■■面 内■||1面 濫 , 1毒径

|

(短軸)

1器高|
(厚さ)

重 量

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
4.3cm 底部ヘラ切り

上 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
4 5cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙 色
2■■以下の

鉱物・砂粒
4.5cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅷ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
4.5cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Xl層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 にぶい橙色
l mm以下の

鉱物 。砂粒
4.4cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ にぶいネ局色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
13.9cm 6.2cm 6.3cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13 7cm 6.8cm 6.5cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Xl層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.8cm 6.3cm 6.2cln

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒
13.3cm 6.Ocm 6.4cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 不 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.2cm 6.2cm 6.1cm (反転復元)

土 師 器 琢 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.3cm 5.lcm 5.lcln

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 杯 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.5cm 6.lcm 6.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.5cm 5.9cm 5.5cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色
2 mm以下の

鉱物・砂粒
7.0cm 底部ヘラ切り

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
6.6cm

底部ヘラ切り
ススの付着

土 師 器 琢 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
6.8cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰褐色 明褐灰色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6 6cm スス付着

土 師 器 塚 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 杯 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒
6.3cm 底部ヘラ切り

土 師 器 不 Ⅷ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6 2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰自色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6.Ocm

(一部反転)

底蔀ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
6.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 塔 X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6.Ocm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.9cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 ネ XI層 回転ナデ ミガキ? にぶい橙色 灰白色
2 mm以下の

鉱物・砂粒
5.8cm
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掲事
番号
種IJJ 器■種 一籠

一“

層

調 整 色 調

お商
胎
混

法

備||■ |1考
外 面 内 面 外■■1菫 内|■■面 濫 ; 涯鍮1琴亭

|

(厚さ)
重 量

土 師 器 不 XI層 回転ナデ 回転ナデ 明褐灰色 明褐灰色
2 mm以下の

鉱物・砂粒
5.6cm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 浅黄橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
5.lcm 底部ヘラ切り

土 師 器 琢 X層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.2cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 琢 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 灰白色
2 mm以下の

鉱物・砂粒
6 4cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 杯 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
5.5cm スス付着

土 師 器 不 X層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 浅黄橙色
ごく微ノlヽの

鉱物 。砂粒
5.7cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

止 師 器 杯 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
5 mm以下の

鉱物・砂粒
8 2cm 指頭痕あり

土 師 器 琢か椀 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒
17.Ocm (一部反転)

土 師 器 琢か椀 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
17.Ocm

(反転復元)
スス・炭化物

土 師 器 椀 ? X層 回転ナデのち
ミガキ

回転ナデのち
ミガキ

灰黄色 灰黄色
ごく微小の

鉱物・砂粒
16.6cm (反転復元)

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
16.2cm

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
15.2cm

(反転復元)
スス付着

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微/1ヽの

鉱物 。砂粒
14.3cm (一部反転)

土 師 器 外か椀 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.7cm (一部反転)

土 師 器 不か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
13.8cm (一部反転)

土 師 器 不か椀 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
13.4cm (反転復元)

土 師 器 不か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.6cm (反転復元)

土 師 器 不か椀 X層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.8cm (反転復元)

土 師 器 外か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
6.6cm (一部反転)

土 師 器 郭か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11 6cm

(反転復元)
スス・炭化物

土 師 器 琢か椀 X層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
11.Ocm (一部反転)

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
15.Ocm 9.Ocm 8.3cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
15.5cm 8.3cm 6.8cm

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
15 3cm 8 6cm 底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
5 mm以下の

鉱物 。砂粒
13 2cm 6.4cm 6.2cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀
Ⅸ・XoX I

層
回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
16 2cm 6 4cm 5.5cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

表10掲 載 遺 物 観 察 表 (9)
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表11掲 載 遺 物 観 察 表 (10)

甲
辞
種■別 器■種 一

聯

・一
一一・一一一一一一一一一．・一
・一一一

出
層

調 整 色 調

●
羽
■
一
・′、嬌
混

法 量

備■■考
外 面 内 面 外■■面 内■■1面 ,鶏 | 屁 ,

1器事|
(厚さ)

重量

土 師 器 高台付椀 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
15.Ocm 7.6cm 6.9cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 Ⅸ・XI層
回転ナデのち

ミガキ
回転ナデのち

ミガキ
灰白色 灰白色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
16 4cm 6 1cm 6.3cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
15.6cm 底部ベラ切り

土 師 器 高台付椀
ⅨoX・ XI
層

回転ナデのち

ミガキ

回転ナデのち

ミガキ
灰白色 灰白色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
14.8cm 6.Ocm 5.4cm (反転復元)

土 師 器 高台付椀 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
15.8cm (反転復元)

土 師 器 高台付椀 X層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
8.2cm

(一部反転)
スス付着

土 師 器 高台付椀 X層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
2■m以下の

鉱物 。砂粒
15.6cm 底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
8.3cm

(一部反転)

底部ヘラ切り

土 師 器 高台付椀 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
B.3cm

底部外面に螺旋

状の調整痕

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
7 mm以下の

鉱物 。砂粒
7.6cm

土 師 器 高台付椀 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 灰白色
4 mm以下の

鉱物・砂粒
7 0cm (一部反転)

土 師 器 皿 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12 2cm 6.4cm 1.9cm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 皿 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11 4cm 5,7cln 2.lcm 底部ヘラ切り

土 師 器 皿 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
9.lcm 6.8cm 1.4cm 底部ヘラ切り

土 師 器 皿 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
9.2cm 4.6cm 2.Ocm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 皿 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
9 6cm 6.Ocm 1.9crn 底部ヘラ切り

土 師 器 高台付皿 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒
12.5cm 7.5cm 3.2cm 底部ヘラ切り

土 師 器 Illl X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
12.4cm 8.Ocm 2.Ocm

(反転復元)

底部ヘラ切り

土 師 器 甕
X IoXⅡ

層

横方向の指ナデ

不定方向指ナデ
横ナデ
ヘラ削り

黒褐色 黒褐色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
31.Ocm (反転復元)

土 師 器 甕 X層
横ナデ

縦方向のナデ
横ナデ
ヘラ肖1り

にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 XⅡ層
横ナデ
ヘラナデ

横ナデ
ヘラ削り

黒褐色 黒褐色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ

横方向のケズリ
横ナデ

下方向のケズリ
明褐灰色 にぶい黄橙色

3 mm以下の

鉱物・砂粒
スス付
・
着

土 師 器 甕 XI層
横ナデ

縦方向のハケメ
横ナデ

斜方向のケズリ
橙色 橙色

2 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

橙色 橙色
4 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

黒褐色 にぶいネ局色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
28.4cm

(反転復元)
スス付着
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場熟
1番号
種■月1 器|1種 ■|■■

層●遺構

調 整 色 調

●
″
土
一和
胎
一混

法 量

備|■1考
外 面 内 面 外|||1面 1内■|1面 鷹鼎,臨|属 重量

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

灰白色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XⅡ 層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
スス付着

土 師 器 甕 Xl層 横ナデ

丁寧なナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい褐色
5 mm以下の

鉱物 。砂粒
27.2cm

(反転復元)
スス付着

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

灰黄褐色 褐灰色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
スス付着

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

褐灰色 灰褐色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
5 mm以下の

鉱物・砂粒
27.Ocm (一部反転)

土 師 器 甕 XⅢ層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい黄橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒
スス付着

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ

下方向の指ナデ
横ナデ
ヘラ削り

灰黄褐色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
26 0cm スス付着

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

褐灰色 褐灰色
4 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ 横ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒
スス付着

土 師 器 甕 XI層 横ナデ

不定方向のナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶいネ局色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 Vlll層 横ナデ 横ナデ 浅黄橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 Ⅸ層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

淡橙色 にぶい橙色
5 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ
ヘラ削り

ナデ
ヘラ削り

にぶい赤褐色 にぶい赤褐色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

277 土 師 器 甕 Ⅶ層
横ナデ
ハケメ

横ナデ にぶい橙色 にぶいネ局色
2 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 Ⅸ層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
スス付
・
着

土 師 器 甕 X層 ナ デ
ナデ
ヘラ削り

にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 XⅢ層 横ナデ
横ナデ

斜方向のケズリ
にぶtヽネ局色 灰褐色

5■m以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 X III層
横ナデ

指ナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい橙色
2 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ 横ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ 横ナデ 浅黄橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
スス付着

土 師 器 甕 XⅡ層
横ナデ
ハケメ

横ナデ

縦方向のケズリ
にぶいネ島色 灰褐色

5 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 Ⅶ層 横ナデ 横ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ 。ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 灰黄褐色
4 mm以下の

鉱物・砂粒

表12掲 載 遺 物 観 察 表 (11)
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掲載
番号
種■■1 器■‐種 一

麟

一一

一一一一

一

一一
一

一
一
・

出
一層

調 整 色 調

一●
一憫
土
一和
胎
一混

法 量

備■|1考‐

外 面 内 面 外|■ 1面 内■|1面 濃鍮
|「径|
(短軸)

1器高|

て摩ヽ う
重量

土 師 器 甕 X層 横ナデ 横ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ肖1り

にぶい褐色
4 mm以下の

鉱物・砂粒
スス付着

土 師 器 甕 X層 不定方向のナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい黄褐色 暗灰黄色
3 mm以下の

鉱物・砂粒
スス付着

土 師 器 甕 XⅢ層
横ナデ

不定方向のナデ
横ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい橙色
5 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

に 遮ヾ い褐 色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
スス付着

土 師 器 甕 Xl層
指ナデ

回転ナデ
指ナデ
ヘラ削り

にぶい橙色 にぶい褐色
5 mm以下の

鉱物・砂粒
16.8cm (一部反転)

土 師 器 甕 XI層
横ナデ

ナデ
横ナデ
ヘラ削り

に 遮ゞ い褐 色 灰褐色
2 mm以下の

鉱物・砂粒
21.4cm (反転復元)

土 師 器 甕
XI ・ X
Ⅱ層

横ナデ

回転ナデ
横ナデ

ナデのちケズリ
にぶい黄橙色 灰黄褐色

3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ

下方向のケズリ
橙色 にぶい橙色

4 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 Ⅸ層
横ナデ

縦方向ヘラ削り

横方向
ヘラ削り

褐灰色 灰褐色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ

指ナデ
縦方向
ヘラ削り

にぶい褐色 にぶい褐色
ごく微小の

鉱物・砂粒
指頭痕あり

298 土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ

縦方向のケズリ
灰白色 灰白色

ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 X層 横ナデ 横ナデヘラ削り 褐灰色 褐灰色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 甕 XⅡ層 横ナデ
横ナデ

縦方向のケズリ
灰赤色 橙色

4 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕 XI層 横ナデ
横ナデ
ヘラ削り

浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
スス付着

土 師 器 甕
XI oX
Ⅱ層

横ナデ

ケズリ後ミガキ
横ナデ 橙色 にぶい橙色

5 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 甕
X・ XI
層

指ナデ 摩耗の為不明 橙色 橙色
4 mm以下の

鉱物・砂粒
(反転復元)

土 師 質 鍋 XⅡ 層 ナ デ
ミガキ

指ナデ
褐灰色 褐灰色

l mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 質 壺 ? XI層 指ナデ 灰黄色 灰黄色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
17 0cm

スス付着
二次転用 ?

黒色土器 高台付椀
X10X
Ⅱ層

回転ナデ ミガキ 灰黄色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒
14,7cm 7.4cm 6.7cm

(一部反転)

内黒

黒色土器 高台付椀
XIoX
Ⅱ層

回転ナデ ミガキ にぶい橙色 黒色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒
15.Oclll 8.4cm 7 1cm

(反転復元)

内黒

黒色土器 護群螢卜的な? XI層
回転ナデのちミ

ガキ
ミガキ にぶい黄橙色 黒色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
8 0cm

(一部反転)

内黒

黒色土器 高台付椀 XI層 回転ナデ ミガキ 浅黄橙色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒

(一部反転)

内黒

黒色土器 不 XI層
回転ナデのち ミ

ガキ
ミガキ にぶい黄橙色 黒色

ごく微小の

鉱物・砂粒
5.8cnl

(一部反転)

内黒

黒色土器 高台付椀
XoXI
層

ナデのちミガキ
ヘラ肖1り

ミガキ 灰白色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.9cm

(一部反転 )

内黒

黒色土器 高台付椀 XI層 回転ナデ ミガキ 灰黄色 黒色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
7 4cm 内黒

表13掲 載 遺 物 観 察 表 (12)

―-75-―



IF」議
番号
種||』 J 器■種 一一齢

出
一層

調 整 色 調
●

財

■
一痢

胎
一混

法 二塁

備■■1考
外 面 内 面 外|■1面 内■■面

'員

続, 1底径|(短軸) |1書日, 重 量

黒色土器 高台付椀 X層 回転 ナデ ミガキ 浅黄橙色 黒色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
7.4cln

底部ヘラ切り

内黒

黒色土器 高台付椀 XI・ XⅡ層
回転ナデ
ヘラ削り

ミガキ 灰黄色 黒色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
7.6cm

底部ヘラ切り

内黒

黒色土器 高台付椀 Ⅶ・ X層
回転ナデのちミ

ガキ
ミガキ にぶい橙色 黒色

ごく微小の

鉱物・砂粒
8.6cm

底部ヘラ切り

内黒

黒色土器 高台付椀 XI層 回転ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
8 4cm

底部ヘラ切り

内黒

黒色土器 高台付椀 X層
回転ナデのちミ

ガキ
ミガキ 灰黄色 黒色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
6.9cm

底部ヘラ切り

内黒

黒色土器 高台付椀 Ⅸ・ X層
回転ナデのちミ

ガキ
回転ナデのちミ

ガキ
黒色灰白色 灰白色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
15.8cm 7.Ocm 6.3cm

底部ヘラ切り

両黒

黒色土器 高台付椀 Ⅸ・X・ XI層
回転ナデのちミ

ガキ
ミガキ 黒色灰黄色 黒色

ごく微小の

鉱物・砂粒
16.1錮 7 4cm 5.9cm

底部ヘラ切り

両黒

黒色土器 高台付椀 llltⅨ `X,Xl層 ミガキ ミガキ 黒色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒
14.6cm

(反転復元)

両黒

黒色土器 高台付椀 Ⅶ・Ⅸ層
回転ナデのちミ

ガキ
ミガキ 灰黄色黒色 黒色

ごく微小の

鉱物・砂粒
15.5cm

(反転復元)

両黒

黒色土器 高台付椀 XI層 回転
ナデのちミ

ガキ
ミガキ 褐灰～黒色 黒色

く
物

ご

鉱
微小の
。砂粒

6.4cm
底部ヘラ切り

両黒

黒色土器 高台付椀 X層
ミガキ
ヘラ削り

ミガキ 黒色黄灰色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒
7.3cm

底部ヘラ切り

両黒

土 師 器 琢 XⅢ層 回転ナデ ヘラ削り 浅黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.6cm 5.6cm 4.Ocm

底部ヘラ切り

墨書あり

土 師 器 外か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
15.6c臓

「十」の墨書

線刻あり

土 師 器 高台付椀 Xl層 回転ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11 2cm 5.9cm 4.5cm

内黒

墨書あり

土 師 器 外か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒

ススの付着

墨書あり

土 師 器 琢か椀 Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒
墨書あり

土 師 器 琢か椀 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
l mm以下の

鉱物・砂粒
墨書あり

上 師 器 外か椀 XⅡ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
墨書あり

土 師 器 琢か椀 X III層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
墨書あり

土 師 器 ネか椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
墨書あり

土 師 器 琢か椀 XⅢ層
回転ナデ

ー部ミガキ
ミガキ 灰黄色 黒色

ごく微小の

鉱物・砂粒
墨書あり

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
墨書あり

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
墨書あり

土 師 器 外か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
墨書あり

337 土 師 器 外か椀 XI層 回転ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色
ごく微小の

鉱物・砂粒

内黒

墨書あり

土 師 器 琢 ? XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
5.lcln

底部ヘラ切 り

墨書あり

表14掲 載 遺 物 観 察 表 (13)

―-76-―



表15掲 載 遺 物 観 察 表 (14)

載
一号
掲
一番
種■lll 器|1種 麿1趙鷺

調 整 色 調

●
麟
土
一和
胎
一混

法

備■■考
外 面 内 面 外■■1面 内|||1面

1口径|

(長軸)

径
一軸

底
一短 鳳 重 量

土 師 器 琢 ? XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰黄色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
墨書あり

土 師 器 琢 XⅢ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒
5.4cm

底部ヘラ切り

墨書あり

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
15.3cm

(一部反転)

線刻あり

土 師 器 高台付椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
14.2c■

(反転復元)

線刻あり

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
線亥Jあ り

土 師 器 琢か椀 Xl層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
線刻あり

土 師 器 琢か椀 X層 回転ナデ 回転ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
線刻あり

土 師 器 琢か椀 XI層 回転ナデ 回転ナデ 明褐灰色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
線刻あり

土 師 器 杯か皿 Ⅷ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物・砂粒
線刻あり

土 師 器 鰤 ? Ⅶ層 回転ナデ 回転ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

「十」のヘラ書き

あり

土 師 器 紡錘車 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰自色
ごく微小の

鉱物・砂粒

底部ヘラ切り
二次転用

土 師 器 紡錘車 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒

炭化物付着
二次転用

土 師 器 紡錘車 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰黄色
ごく微小の

鉱物・砂粒
二次転用

土 師 器 紡錘車 XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
4 mm以下の

鉱物・砂粒
二次転用

土 師 器 紡錘車 Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
二次転用

土 師 器 紡錘車 XⅡ 層 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒
二次転用

土 師 器 焼塩壼 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 X層 ナ デ 布目圧痕 橙色 にぶい橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅢ層 ナ デ 布目圧痕 浅黄橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅡ層 ナ デ 布目圧痕 浅黄橙色 にぶい橙色
7 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅡ 層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
4 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
6 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙 色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅡ 層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒
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塞‐種■』」 器|1種
・土
一構
一一一一ヽ雫

出
一層

調 整 色 調
一●
・材

■
一和

胎
一混

法

備■■考
外 面 内 面 外||■ 1面 内■■面

1口a針

(長島)
1目径|
(短軸) 漕] 重量

土 師 器 焼塩壺 XⅢ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
l mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 X層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Vlll層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

止 師 器 焼塩壺 X層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい褐色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 赤灰色 橙色
4■m以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 灰黄褐色 灰白色
3 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壷 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 橙 色 にぶい橙色
5 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 橙色 にぶい橙色
4■m以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅡ 層 ナ デ 布目圧痕 にぶい赤褐色 明赤褐色
5 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅢ層 ナ デ 布目圧痕 橙 色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 X層 ナ デ 布目圧痕 にぶい黄橙色 にぶい橙色
8 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい黄橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XⅡ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい赤褐色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壷 XⅡ層 ナ デ 布目圧痕 |こぶいネ局色 橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 橙色 明赤褐色
2 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 XI層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
5 mm以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壼 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 橙色
ごく微小の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
8 mm以下の

鉱物・砂粒

土 師 器 焼塩壼 XⅢ層 ナ デ 布目圧痕 にぶい黄橙色 にぶい橙色
ごく微小の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壼 X層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
4■■以下の

鉱物 。砂粒

土 師 器 焼塩壺 X層 ナ デ 布目圧痕 明赤褐色 橙色
3 mm以下の

鉱物 。砂粒

表16掲 載 遺 物 観 察 表 (15)
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表17掲 載 遺 物 観 察 表 (16)

場譲
番号
種■別 器|1種 誓1骰

調 整 色 調

●
効
■
「
胎
一混

法 量

備■■考
外 面 内 面 外■■面 内|■|1面 巫 齢 属 重量

土 師 器 焼塩壺 Ⅶ層 ナ デ 布目圧痕 橙色 橙色
4 mm以下の

鉱物 。砂粒

須 恵 器 不 Ⅶ・Ⅸ層 回転ナデ 回転ナデ 灰色 灰色
ごく微小の

鉱物・砂粒
11.2cm 7.6cm 2.3clll

線亥1あ り

7C初頃?

須 恵 器 杯 X・ XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰色 灰色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
10.2cm 6.Ocm 2.3cm

(反転復元)

7C前半 ?

須 恵 器 養笠 XⅡ層
ナデ

格子ロタタキ

ナデ

同心円当て具痕
灰色 灰色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
12.9cm (反転復元)

須 恵 器 瓶 Ⅸ oX層 回転ナデ 回転ナデ 灰色 灰白色
ごく微小の

鉱物 。砂粒
13.8cm (反転復元)

須 恵 器 )帆 Ⅶ・XI層 回転ナデ 回転ナデ 灰色 灰色
ごく微小の

鉱物・砂粒
7.8cm

(反転復元)

底部ヘラ切り

須 恵 器 瓶 XI層 回転ナデ

ー部ヘラ削り
回転ナデ 暗灰色 暗灰色

ごく微小の

鉱物・砂粒
7.Bcrn (反転復元)

須 恵 器 甕
Ⅶ・XI・ XⅢ

層

ナデ

格子ロタタキ

ナデ

同心円当て具痕
灰色 灰色

4 mm以下の

鉱物・砂粒
24.8cm (反転復元)

399 須 恵 器 鉢(平底)
XI・ XⅡ

層
平イ予タタキ 横ナデ にぶいネ局色 黄灰色

4 mm以下の

鉱物・砂粒
12.8cm (反転復元)

須 恵 器 甕
Ⅶ・Ⅸ・XI
層

横ナデ

格子ロタタキ

ナデ

同心円当て具痕
黄灰色 黄灰色

ごく微小の

鉱物・砂粒
(反転復元)

系

器

播

恵

東

須
鉢 Ⅶ層

横ナデ

回転ナデ
ナ デ 灰色 灰色

ごく微小の

鉱物・砂粒

神出・魚住窯
13C初 頃?

系

器

播

恵

東

須
鉢 XI層

横ナデ

回転ナデ
ナ デ 灰白色 灰色

ごく微小の

鉱物 。砂粒
26.2cm

神出。魚住窯

13C前半 ?

系

器

播

恵

東

須
鉢 Ⅶ層

横ナデ

回転ナデ
ナ デ 灰色 灰色

ごく微小の

鉱物・砂粒

神出。魚住窯

13C?

系

器

播

恵

東

須
鉢 X層 横ナデ

回転ナデ
ナ デ 灰色 灰色

3 mm以下の

鉱物 。砂粒

神出。魚住窯
13C?

越州青磁 椀 XI層 施釉 施釉 灰オリーブ色 オリーブ黄色
灰黄褐色

(粗 )
Ⅱ類

越州青磁 椀 X層 施釉 施釉 オリーブ黄色 オリーブ黄色
灰黄褐色

(粗)
Ⅱ…2b類

越州青磁 椀 ? XI層 施釉 施釉 オリーブ黄色 オリーブ黄色
灰黄褐色

(粗 )
Ⅱ類

越州青磁 椀 Ⅶ層 施釉 施釉 灰白色 灰白色
黄灰色

(やや粗)
Ⅱ-2類

越州青磁 椀 Ⅶ層 施釉 施釉 灰白色 灰白色
黄灰色

(やや粗)
Ⅱ-2類

越州青磁 椀 Xl層 施釉 施釉 灰白色 灰白色
灰黄褐色

(粗 )
Ⅱ-2b類

越州青磁 椀 XI層 施釉 施釉 黄灰色 黄灰色
褐灰色

(やや粗)
I-5類 ?

越州青磁 椀 Ⅶ層 施釉 施釉 灰オリーブ色 灰オリーブ色
黄灰色

(良 )
I-2b類 ?

越州青磁 椀 X層 施釉 施釉 灰オリーブ色 灰オリーブ色
灰白色

(精良)
I-2類 ?

越州青磁 琢 ? XⅡ層 施釉 施釉 灰オリーブ色 灰オリーブ色
灰白色

(精良)
I類 ?

越州青磁 椀 XI層 ヘラ削り 施釉 黄灰色 灰白色
灰自色

(やや粗 )
I-5類 ?

越州青磁 椀 XⅢ層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色
褐灰色

(良 )
8.6cm I-2a類

一-79-一



載
一号
掲
一番 種■別 器■種 瑾:な

調 整 色 調

●
材
■
一‐‐‐和
胎
一混

法

備|■1考
外 面 内 面 タト■■1面 内||■面 脇

1辱径|
(短軸)

|1鵠
‐|

(厚さう
重量

越州青磁 大椀 ? XI層 施釉 施釉 灰オリーブ色 灰オリーブ色
灰白色

(精良)
9.6cm

(反転復元)
I-2aウ 類 ?

越州青磁 椀 Ⅶ層 施釉 施釉 灰オリーブ色 灰オリーブ色
灰白色

(良 )
I-2a類

越州青磁 椀 Xl・ XⅡ層
施釉

回転ナデ
施釉 灰白色 灰白色

灰黄褐色

(粗 )
8 2cm

(反転復元)
Ⅱ-2b類

緑釉陶器 皿 XI層 施釉 施釉 オリーブ灰色 オリーブ灰色 褐灰色 京都or東海産

緑釉陶器 不明 XI層 施釉 施釉 オリーブ灰色 オリーブ灰色 褐灰色 京都産洛西型

緑釉陶器 llll X層 施釉 施 釉 オリーブ灰色 オリーブ灰色 灰黄褐色 京都産

白  磁 椀 Ⅶ oⅧ層 施釉 施釉 灰白色 灰白色
灰白色

(良 )
XI-5類

白  磁 小皿 Ⅶ層 施釉 施釉 灰白色 灰白色
灰白色

(精良)
4.6cIB

(反転復元)

中世?

青 白 磁 合子 Ⅶ層 施釉 施釉 明緑灰色 明緑灰色
灰白色

(良 )
6.6cm

(反転復元)
12C?

鍛冶関連 フイゴの羽口 XⅢ層 ナ デ
4 mm以下の

鉱物・砂粒
10.2cm 7 6cm 2.9cm 440g

鍛冶関連 フイゴの羽日 X層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 フイゴの羽口 Ⅶ層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 フイゴの羽口 Ⅶ層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 フイゴの羽口 Ⅶ 層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 フイゴの羽口 XI層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 フイゴの羽口 XI層 ナ デ
ごく微小の

鉱物・砂粒

鍛冶関連 椀形鍛冶滓 XⅡ 層 黒褐色 6 3cm 4 7cm 2.7cm 30.Og

鍛冶関連 椀形鍛冶滓 XⅡ 層 黒褐色 5.9cm 5.8cm 2.3cm 40.Og

鍛冶関連 椀形鍛冶滓 XI層 黒褐色 7.Ocm 5.3cm 2.8cm 80.Og

436 鍛冶関連 椀形鍛冶滓 XⅢ層 黒褐色 7 3cm 6 0cm 2 6cm 105g

木 製 品 曲物 XⅢ層 14 5cm 2.7 cn 0.4cm

木 製 品 曲物 XI層 14.Ocm 4.lcm 0.4cm

木 製 品 曲物 XⅡ 層 17.9cm 2.5cm 0.3cm

木 製 品 曲物 XⅢ層 4 9cm 2.5cm 0.4cm

木 製 品 曲物 XI層 6.lc臓 1.8cm 0.4cm

木 製 品 曲物 X層 10.8cm 3.Ocm 0.4cm

表18掲 載 遺 物 観 察 表 (17)
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表19掲 載 遺 物 観 察 表 (18)

馨馨‐種 |1別 器|1種 菖:艤
調 整 色 調

●

羽
■
一痢
は暉
混

法

備‐■■考
外 面 内 面 外■■面 内||1面 |口径‐|‐

(長軸)
1摯‐径|
(短軸)

1器帯|
(厚 |さ )

重量

木 製 品 曲物 XⅡ層 19,7cm 3.3cm 0.9cm 一部炭化

木 製 品 曲物 XI層 15.9cm 7.2cm 0.5cm 「大」の線刻

木 製 品 曲物 XI層 58.Ocm 2 9cm 0.4cm

木 製 品 椀か皿 Ⅸ層 7.2cn
一部炭化

線刻あり

木 製 品 皿 ? XI層 13 6cm 11.2cm 1.5cm

木 製 品 刀子形 XⅢ層 11.5cm 2.3cm 0. Tcrn

木 製 品 取手 ? XI層

木 製 品 蓋板 XⅢ層 11.5cm 5.4cm 0.9cm

本 製 品 用途不明 XI層 10.5cm 7.Ocm

木 製 品 奇J物 ? XI層 15.6cln 12 3cm 4.3cm

木 製 品 部材 XI層 13.6cm 1.9cm 0.9cm

木 製 品 部材 Ⅸ層 11 5cm 4.8cm 0.7cnl

木 製 品 部材 XI層 9.Ocm 3.Ocm 0.7cm

木 製 品 部材 XI層 15.8cm 2.3cm 0.6cm

木 製 品 樹皮 Xl層

木 製 品 樹皮 XI層

木 製 品 樹皮 XI層

木 製 品 樹皮 Ⅸ層

木 製 品 板材 XⅡ 層 49.5cm 15.Ocm 1.Ocm

滑石製品 鍋 XI層
Ⅱ―a-2類
1l C?

滑石製品 鍋 XI層
Ⅱ類
11～ 12C?

滑石製品 鍋 Ⅸ層

滑石製品 鍋 X層

滑石製品 鍋 Ⅸ層

Ⅲ一a-2類
12-13C?

滑石製品 鍋 Ⅷ oX層

滑石製品 鍋 XI層
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岬
辞

1種■別 器■種 層|1僣轟
調 整 色 調

糖■場
法 量

備|■1考
外 面 内 面 外||■1面 内■■1面 鵡 臨 虐動 重量

滑石製品 鍋 XⅡ 層

滑石製品 鍋 Ⅶ・Ⅸ層

滑石製品 鍋 Ⅸ層

滑石製品 鍋 Ⅷ層

滑石製品 鍋 Ⅶ層

石 製 品 砥 石 X層 7.7clll 4.9cm 2.Oclll 砂岩

石 製 品 砥石 X層 8.6cm 3.4cm 1.2cm 砂岩

石 製 品 砥 石 XI層 3.2cm 3.Ocm 1.4cm 砂岩

477 上 製 品 錘 Xl層 2.9cm 1,7clll

土 製 品 錘 Ⅸ層 2.9cm 1.5cm

軽石製品 加工品 Ⅶ層 9,9cm 4.lcm 2.lcm

軽石製品 加工品 XⅡ層 5.6cm 4.7cn

軽石製品 加工品 Ⅶ層 25.3cm 11.2cm

石   器 剥片 XI層 1.6cm 1.3cm 0.4cm チャー ト

石  器 剥片 XⅡ 層 1.8cm 1.6cm 0.5cm 黒曜石

石   器 剥 片 XI層 2.3cm 1.4cm 0.5cnl チャー ト

石   器 剥片 XI層 3.4cm 1.9cm 0.6cm 黒曜石

石  器 剥片 XI層 3.5cm 3.Ocm 1.3cm 13.Og チャート

石   器 石包丁 ? XⅡ 層 4.9cm 3.8cm 0.4cm 9.Og 頁岩

石  器 石核 XI層 2.Ocm 1.3cm 1.2cm チャー ト

石  器 剥片石器 Ⅶ層 7.6cm 5.7cm 1.Ocm 48.Og
頁岩源ホルン

フェルス

石  器 打製石斧 XI層 4.3cm 3.5cm 1.6cm 32.Og 頁岩

石  器 扁平打製石斧 Ⅷ層 5.lcm 4.6cm 1.3cm 43.Og
頁岩源ホルン

フェルス

石   器 扁平打製石斧 Ⅷ層 7.2cm 4 5cm 45.Og
頁岩源ホルン

フェルス

石  器 扁平打製石斧 Ⅷ層 12 4cm 6.6cm 1.9cm 144g 凝灰岩

石  器 敲石 XI層 8.8cm 4.8cm 2.8cm 170g 砂岩

表20掲 載 遺 物 観 察 表 (19)
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表21掲 載 遺 物 観 察 表 (20)

霧 種||■ 1 器■種 嘗:増薦
調 整 色 調

れ胎一混
法 量

備||1考
外 面 内 面 外||1画 内■■面 虐信, 1辱径|C革由) ■ , 重量

石  器 敲石 XⅢ層 15 1cm 5.5cm 4.7cm 510g 砂岩

石   器 磨石 X層 12.lcm 9.3cm 5.lcln 699g 凝灰岩

石  器 敲石 Ⅶ層 9.lcm 8.lcm 6.9cm 710g 凝灰岩

石  器 凹石 XI層 9.lcnl 8.6cm 5.2cm 550g 凝灰岩

石   器 敲石? XI層 6.6cm 4.9cm 3.5cln 122g 砂岩

石  器 敲石 ? XI層 9,7cm 8.lcm 6.Ocm 665g 砂岩

石  器 は1離痕) XI層 12.5cm 3 1cm 2.9cnl 172g 砂岩

石   器 緑1離痕) XI層 8.3cm 3.8cm 2.6錮 137g 砂岩

503 石  器 XI層 9.4cnl 7.6cm 9.Oclll 815g 砂岩

石   器 XI層 9.6cm 5.3cm 4.6cm 275g 砂岩

石  器 XI層 6.5cm 4 2cm 3.2cm 90.Og 砂岩

石  器 台石 X層 21.4cm 18.2cm 7.3cm 両輝石安山岩

縄文土器 深鉢 I～ V層
横方向貝殻条痕

横ナデ
横方向のハケメ にぶい橙色 にぶい橙色

ごく微小の

鉱物・砂粒
市来式

縄文土器 深鉢 I～ V層 貝殻条
痕文

貝殻刺突文

横方向の員殻条

痕のちナデ
橙色 橙色

4 mm以下の

鉱物・砂粒
市来式

縄文土器 深鉢 I～ V層 横方向貝殻条
痕

貝殻東1突文

横方向の貝殻条

痕文
にぶい橙色 橙色

ごく微小の

鉱物・砂粒
市来式

越州青磁 椀 I～ V層 施釉 施釉 暗灰黄色 暗灰黄色
黄灰色 (や

や粗)
I-5類

緑釉陶器 皿 I～ V層 施釉 施釉 オリープ黄色 オリーブ黄色
にぶい黄橙

色(粗 )
15.4cm 7.Ocm 2.7cm

(反転復元)

洛北or洛西型

土 師 器 焼塩壺 1～ V層 ナ デ 布目圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色
6 mm以下の

鉱物・砂粒

滑石製品 鍋 I～ V層
Ⅱ―a類

1l C頃 ?

滑石製品 鍋 I～ V層

鍛冶関連 椀形鍛冶滓 I～ V層 黒褐色 15,Ocm 10.lcm 3.9cm 730g
フイゴの羽口

先端部融着

―-83-―



鶴Ⅳ章 ∞燃 料 学 分 析 調 査 報 告



祠炊薦、江詢冬に勝兆掘調餐濾辣晰勒雉鐵なわ糀

株式会社 古環境研究所

江内谷遺跡の土層とテツサ

1.は じめに

宮崎県中南部の後期更新世以降に形成された堆積物の中には、姶良、鬼界、霧島、桜島などのカルデ

ラ火山や成層火山から噴出したテフラが認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている

示標テフラがあり、これらとの層位Ftl係を遺跡において求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の

堆積年代を知ることができるようになっている。そこで、年代の不明な土層が認められた江内谷遺跡に

おいても、地質調査を行って土層の記載を行うとともに、テフラ検出分析を行って示標テフラの層位を

求め、土層の年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、E-3区東壁

および調査区外排水溝東壁の 2地点である。

2.土層の層序

(1)E-3区東壁
E-3区東壁では、下位より灰色砂質土 (層厚 6 cnl,XⅡ 層)、 砂混 じり黒灰色土 (層厚 7 cm,XI

層)、 黄色軽石混 じり黒灰色土 (層厚14cm,軽石の最大径21mm,X層 )、 黄色軽石混じり暗灰色土 (層厚

18cm,軽石の最大径 4 mm,Ⅸ層)、 黄色軽石混じり暗灰色土 (層厚14cnl,軽石の最大径 4 mm,Ⅷ層)、

黄色軽石混じり灰色土 (層厚1lcm,軽石の最大径 4 mm,Ⅶ層)、 灰白色軽石層 (層厚 6 cln,軽石の最大

径 6111m,Ⅵ 層)、 灰自色軽石 (最大径 7 mm)お よび黄色軽石 (最大径 6 mm)混 じり灰色土 (層厚14cnl,V

層)、 黄色軽石を多く含む砂混じり灰色土 (層厚14cnl,軽石の最大径 6 mm,Ⅳ層)が認められる(図 1)。

(2)調査区外排水溝東壁

調査区外排水溝東壁では、下位より黄色軽石混 じり灰色土 (層厚17cm,Ⅶ層)、 灰自色軽石層 (層厚

5 cnl,軽石の最大径 7 mm,Ⅵ層)、 灰白色軽石 (最大径 6 mm)お よび黄色軽石 (最大径 4 mm)混 じり灰色

土 (層厚 5 cm以上,V層 )が認められる(図 2)。

3.テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

E-3区東壁において、基本的に厚さ 5 clnごとに採取された試料のうちの12点、および調査区外排
水溝東壁において認められたテフラ層から採取された試料 1点の合計13点を対象に、テフラ検出分析

を行って示標テフラの降灰層準を求たり、テフラ粒子の特徴を把握 した。テフラ検出分析の手順は、

次の通りである。

1)試料10gを秤量。
2)超音波洗浄装置により泥分を除去。
3)80° Cで恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を観察。
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(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1に示す。E-3区東壁では、試料 7、 試料 67、 試料 5をのぞくいずれ

の試料からも、細かく発泡した黄白色軽石 (最大径8.2mm)が検出された。この軽石は、その特徴から

約4,200年前
*1に
霧島火山御池火日から噴出した霧島御池軽石 (Kr一 M,町 田 。新井,1992,早田,

1997)に 由来すると考えられる。

試料 7よ り上位、とくに試料 6'に は、灰白色軽石 (最大径5.3mm)が とくに多く含まれている。また

調査区外排水溝東壁試料の試料 1に も、同じ特徴をもつ灰白色軽石 (最大径6.81nlll)が とくに多 く含ま

れている。いずれの軽石も、班晶に斜方輝石や単斜輝石が認められる。これらの軽石は、その岩相か

ら1471(文 明 3)年に桜島火山から噴出した桜島 3テ フラ(Sz-3,小林,1986,町田 。新井,1992)

に由来すると考えられる。したがって、E-3区東壁の試料 6'お よび調査区外排水溝東壁試料の試料

1の テフラ層 (Ⅵ層)は、Sz-3に同定される。前者については、より下位の試料 7か らも同じ軽石

が比較的多く検出された。これは耕作による攪乱を受けているためと推定される。

なお、E-3区東壁の試料 15、 試料 7、 試料 61に は、繊維東状に発泡 した白色軽石 (最大径6.211111)

が少量ずつ認められる。これらの軽石は、その特徴からKr一 Mよ り下位にある大規模火砕流堆積物

に由来すると考えられる。

E-3区東壁の試料19に は暗褐色スコリア(最大径0.9mm)が、また試料 17、 試料13～ 7、 試料 5に は

黒灰色スコリア(最大径0.71■ ln)が少量含まれている。量が少なく、また顕著な濃集層準が認められな

いために、その降灰層準を把握することは難 しいが、このスコリアについては10～ 13世紀に霧島火山

から噴出した霧島高原スコリア(Kr一 ThS,井ノ上,1988,早田,1997)に由来する可能性が考えら

れる。

4。 まとめ

江内谷遺跡において、地質調査とテフラ検出分析を行った。その結果、下位より霧島御池テフラ(Kr一

M,約 4,200年前*1)に 出来する軽石、霧島高原スコリア(Kr一 ThS,10～ 13世紀)に由来する可能性が

あるスコリア、桜島 3テ フラ(Sz-3,1471年 )な どを検出することができた。

*1 放射性炭素(HC)年代 .
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表 1 テフラ検出分析結果

石軽 ス   コ ア

地 占
ヽ

試料
里 色 調 最大径 塁 色 調 最大径

E-3区東壁

調査区外排水溝東壁

++

++

++

十 +十

十 十

+十

十 十

十 十

+十

十 +

++

+

十 +++

灰白>黄白

灰白>黄白

灰白

灰白>自

灰白>白

黄白

黄白

黄白>自

黄白

黄白

黄白

黄白

灰白

一　

０
・
５

　

・

一
　

十

　

一

１

３

５

σ

７

９

１１

１３

‐５

‐７

‐９

２〇

一

１

十

+

+

+

+

十

黒灰

黒灰

黒灰

黒灰

黒灰

黒灰

暗褐

十十十■ :と くに多い,+十 +:多い,十 +:中程度,十 :少ない,一 :認められない

最大径の単位は,mm。
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Ⅳ 層

V層

Ⅶ 層  (SZ~3)

Ⅷ 層

Ⅸ 層

X層

xI層

xⅡ 層

E-3区 東 壁 の 上層 柱 状 図
数 字 はテ フ ラ分 析 の試 料 番 号

V層
l  Ⅵ 層 :Sz-3

Ⅶ 層

調 査 区外 排 水 溝 東 壁 の 上層 柱 状 図

数 字 は テ フ ラ分 析 の試 料 番 号

回

囮

□

□

□

軽 石

黒 灰 色 土

暗 灰 色 士

灰 色 土

砂

一　

一

100

図 1

図 2
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Ⅱ。江 内谷遺跡 にお けるプラ ン ト・ オパ 攣ル分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が 蓄積 したものであり、植物が枯

れたあとも微化石 (プ ラント0オ パール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール

分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネの消長を検討するこ

とで埋蔵水田跡の検証や探査が可能である(杉山,2000)。

2.試料

試料は、E-3区東壁および調査区外排水溝東壁の 2地点から採取された計 9点である。試料採取箇

所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手

順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに対 し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤
量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 06時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射(300W。 42KHz。 10分間)による分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中に分散 してプレパラート作成
7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールをおもな対象とし、400倍の偏光顕微

鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚

分の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラス

ビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重、単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l clnあ たりの植物体生産量を算出した。イ

ネ(赤米)の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 タケ亜科

(ネ ザサ節)は 0.48で ある。

4.分析結果

水田跡 (稲作跡)の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1お

よび図 1に示 した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5。 考察

(1)水田跡の検討
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水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあたり5,000

個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している(杉

山,2000)。 ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは

判断の基準を3,000個 /gと して検討を行った。

1)E-3区 東壁

Ⅳ層 (試料 1)か らXⅡ層 (試料 8)ま での層準について分析を行った。その結果、Ⅳ層 (試料 1)か

らXI層 (試料 7)ま での各層からイネが検出された。このうち、Ⅷ層 (試料 4)～ XI層 (試料 7)の

各層では密度が13,400～ 24,100個 /gと かなり高い値であり、Ⅳ層 (試料 1)～Ⅶ層 (試料 3、 Sz-3直

下)の各層でも6,000～ 7,500個 /gと 高い値である。 したがって、これらの各層では稲作が行われて

いた可能性が高いと考えられる。

2)調査区外排水溝東壁

Sz-3直下のⅦ層 (試料 1)について分析を行った。その結果、イネが9,700個 /gと 高い密度で検

出された。 したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(2)堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。こ

のことから、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境 (乾燥
。湿潤)を推定

することができる。おもな分類群の推定生産量によると、イネ以外の分類群では、XI層からⅧ層に

かけてはヨシ属が優勢であり、Ⅶ層より上位ではタケ亜科 (お もにネザサ節)が優勢となっていること

が分かる。

以上のことから、調査区の周辺は、XI層からVlll層 にかけてはヨシ属などが生育する湿地的な環境

であったと考えられ、Sz-3直下のⅦ層より上位ではネザサ節などのタケ亜科が生育するような比較的

乾燥した環境であったと推定される。

6。 まとめ

プラント・オパール分析の結果、Ⅳ層～XI層 の各層からはイネが多量に検出され、それぞれ稲作が

行われていた可能性が高いと判断された。調査区の周辺は、XI層からⅧ層にかけてはヨシ属などが生

育する湿地的な環境であったと考えられ、桜島文明軽石(Sz-3,1471年 )直下のⅦ層より上位ではネザサ

節などのタケ亜科が生育するような比較的乾燥した環境であったと推定される。

護文献磯

杉山 真二 (2000)植物珪酸体 (プ ラント。オパール)。 考古学と植物学。同成社,p.189-213.

藤原 宏志 (1976)プ ラント0オパール分析法の基礎的研究(1)―数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定

量分析法―.考古学と自然科学,9,p.15-29.

藤原宏志 0杉山真二 (1984)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(5)一 プラント0オ パール分析によ

る水田l」l_の探査一。考古学と自然科学,17,p.73-85.

―-89-一



゛
∞
．〇

卜
寺
．〇

卜
守
．〇

∞
鋼
．〇

〇
い
。い

い
０
．守

∞
【
．〇

卜
”
．〇

Ｎ
∞
．“

卜
〇
「ト

い
０
．〇

”
〇
．
【

い
∞
‘゙

Ｏ
Ｎ
．寸

Φ
∞
．〇

Φ
い
。〇

【
卜
．ヾ

い
０
．∞

０
∞
．〇

０
い
。〇

べ
守
．】

【
Ｎ
．゙

【
い
‘Ｏ
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
．
【

Φ
一
．〇
　
　
　
　
∞
゛
．〇

∞
ヾ
．〇

〇
〇
．Ｎ
　
　
　
　
∞
卜
．【

臓
８
嘴ｏ
∽遣
日
“餞
　
　
　
篠
圏
ふ
ヽ

＆
む
嫁
ヾ
裁
Ｓ
進
ミ
　
　
剛
饉
十
Ｋ
Ｋ

（零
ｏ臓）
い
ミ
磁
¨
ミ
ざ
「　
　
　
　
藁
ハ
田

（８
『】
ｏ覇
ｏ日
ｏ
じ
ヽ
電
磁
民
か
０
　
　
　
　
　
　
■
や

。調
嶽
）
ハ
授
墨
司
ｏ
．【卿
醐
斌
挙
Ｏ
薫
編
※

（ｇ
・福
＼
聟

¨
翠
糾
）
劇
側
期
艘
報

（響
理
８
【
ｘ

【
週
絣
）
駆
癬
ヨ
郷

畔
禦
奪
煮
ミ
ー
く
ヽ

・
工

′、
い
ヽ
岬
む
絆
ゼ
機
製
紳
Ｃ
劇

′棲
ぶ
購
　
【
憮

撻
Ｋ
恭

〇
∞
一

トい
い

翻
嵌
因

∞
‐
餞

∞
い

∞
い

∞
∞

０
い
一

∞
∞

〇
∞

∞
い

【
守
い

崎
∞
】

∞
∞

ゆ
守

”
守
【

べ
∞

い
ヾ

ｍ
ト

で
”
一

〇
∞
一

い
で

∞
Ｎ

い
ト

Φ
∞
】

い
【

∞
Φ

］
【
Ｎ

∞
゛

∞０
０

叩
朴
　
　
　
　
　
　
熊
縣
煮

真
稲

・
筵
製

奪
８
日
ｄ鑢

８
８
【３
鷹
日
“餞
　
　
　
凛
目
ふ
ヽ

＆
む
遺
ミ
ミ
Ｓ
趣
ミ
　
　
副
饉
什
Ｋ
Ｋ

０
８
】）
毬
いヽミ
“
ミ
崚ヽ

　
　
　
　
躍
ふ
田

（８
一』
載
〕ｏｏ日
０
こ
ヽ
「
驚

Ｎヽむ
０
　
　
　
　
　
　
特
ヽ

-90-―



タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

ヨ
シ
属

イ

不ヽ

Ⅳ 櫂

V層

(S2-3)Ⅶ
艤

燿 層

IX籐

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

X艤

XI層

X壼 層

E-3区東壁
検出密度

推定生産量

タ
ケ
亜
科

ス
ス
キ
属
型

イ
ネ

調査区外排水溝東壁
検出密度

〆壁こ止』¬推定生産は

図 1 都城市、江内谷遺跡におけるプラント・オパール分析結果
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Ⅲ,放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名   地点・層準 種類     前処理・調整 浪J定法

Ml   江内谷遺跡,SD01(5805)  炭化物   酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS法

NO.2   江内谷遺跡,SD02(6332)  炭化物   酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS法

※AMS法 :加速器質量分析法

2.測定結果

試料名   YC年 代   δ“C  補正
14c年代   暦年代 (西暦)

(年lBP)     (%o)     (年 BP)
測 定聰

(Beta― )

NO,1   1240± 40   -27.4   1200± 40   交点 i cal AD 810,840,860     166711
l σ : cal AD 780-890
2 σ : cal AD 710-910, 920-960

m2    1260± 40    -27.9    1210± 40    交点 i cal AD 790              166712
l σ i cal AD 770-880

2 σ : cal AD 700-900
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1)HC年代測定値

試料の
HC/C比 から、単純に現在(1950年AD)か ら何年前かを計算 した値。HCの半減期は、国際的

慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

2) δ13c測定値

試料の測定
MC/2C比 を補正するための炭素安定同位体比 (・ C/2C)。 この値は標準物質 (PDB)の 同

位体比からの千分偏差 (%0)で表す。

3)補正HC年代値
δ・ C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、RC/2Cの 測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
RC濃
度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。 較

正には、年代既知の樹木年輸の
RCの
詳細な測定値、およびサンゴのU_Th年代とMC年代の比較により

作成された較正曲線を使用した。最新のデータベースでは、約19,000年 BPま での換算が可能となって

いる。ただし、10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正
HC年
代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ (68%確率)

と2σ (95%確率)は、補正HC年代値の偏差の幅を較正曲線に投影 した暦年代の幅を示す。 したがって、

複数の交点が表記される場合や、複数のlσ・ 2σ 値が表記される場合もある。

K文献】

Stuiver,X/1.,ct.al.,(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村 俊夫 (1999) 放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1-36.
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IV。 種 実 同 定

1.は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物
な

どから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすることがで

きる。

2.試料

試料は、江内谷遺跡E3区の第XI層 と第XⅡ層から洗別 。採取された 2試料である。

3.方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行
った。結果

は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

4。 結果

(1)分類群

結果を表 1に示し、各分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

〔樹木〕

イチイガシ QuercuS gilva Blume 堅果・幼果 ブナ科

炭化していて黒色で、楕円形を呈する。表面はなめらかで、縦方向に一条の凹線が入る。

黒褐色で楕円形を呈し、先端に明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は直上かやや内側に向き、殻斗壁が

厚い。

殻斗は輪状紋をもち基部から先端に向かって直線的な椀状を呈する。

エゴノキ Styrax japonica Sieb.et Zucc.核  エゴノキ科

黒褐色で楕円形を呈し、下端にへそがある。表面に 3本の溝が走る。

ハクウンボク Styrax obassia Sieb.et Zucc.核  エゴノキ科

黒褐色で楕円形を呈し、下端にへそがある。表面に 3本の浅い溝と、低い稜がある。

(2)種実群集の特徴

1)第 XI層

イチイガシが多く認められ、エゴノキが伴われる。

2)第 XⅡ層
ィチイガシとハクウンボクが認められた。

5。 種実同定から推定される植生

分析の結果、江内谷遺跡E3区の第XI層ではイチイガシとエゴノキ、第XⅡ 層ではイチイガシとハ
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クウンボクが認められた。イチイガシは照葉樹林の主要構成要素であり、周囲に自然度の高い照葉樹林

が分布していたことを示唆している。また、エゴノキやハクウンボクは、谷沿いの適7閏地などに生育す

る樹種である。

【文献】

南木睦彦(1992)低湿地遺跡の種実。月刊考古学ジャーナルNo.355,ニ ューサイエンス社,p.18-22.

南木睦彦(1993)葉 0果実 。種子。日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.276-283.

渡辺 誠(1975)縄文時代の植物食。雄山閣,187p.
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江内谷遺跡の種実

イチイガシ堅果
5.Omm

イチイガシ幼果
5.Omm

エゴノキ核
5.Omm

イチイガシ堅果
5.Omm

5イ チイガシ幼果
5.Omm

クウンボク核
5.Omm

チイガシ堅果
5.Omm

3イ

イチイガシ幼果
5.Omm

8  ハ
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都城市江内籍鐘跡臨土木製品の構種調査結果

船吉田生物研究所 汐 見

京都造形芸術大学 岡 田 文

試料

試料は都城市江内谷遺跡から出上した容器 4点、用途不明品 1点の合計 5点である。

2.観察方法

剃刀で木口(横断面)、 柾目(放射断面)、 板目(接線断面)の各切片を採取し、永久プレ
パラートを作製

した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3.結果

樹種同定結果 (針葉樹 2種、広葉樹 1種)表を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1) イチイ科カヤ属カヤ(■r“」/a“υcifera Sieb.et Zucc.)

(遺物No.2-1)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。晩材部は狭く年輪界は比較的不

明瞭である。軸方向柔細胞を欠く。柾日では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で 1分野に 1～ 4個ある。

仮道管の壁には対になった螺旋肥厚が存在する。板目では放射組織はすべて単列であった。カヤは本

り11(中・南部)、 四国、九州に分布する。

2)マ ツ科モミ属 (ス bゴ
“
sp.)

(遺物No.1,2-2,2-3)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで晩材部の幅は狭い。柾目では放

射組織の上下縁辺部に不規則な形状の放射柔細胞がみられる。放射柔細胞の壁は厚 く、数珠状末端壁

になっている。放射組織の分野壁孔はスギ
゛
型で 1分野に 1～ 4個ある。板日では放射組織は単列で

あった。モミ属はトドマツ、モミ、シラベがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

3)ク スノキ科クスノキ属クスノキ(αlma1220122υm“ Iηttbra Presl)

(遺物No.3)

散孔材である。本国では中庸の道管 (～ 200 μ m)が単独または2な いし数個が放射方向あるいは斜方

向に連続して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道管の周囲を厚く鞘状に取り囲んでおり、そ

の中に一見小さな道管と見間違えるほどの油細胞 (樟脳油貯蔵細胞)がある。柾目では道管は単穿孔と

供」壁に交互壁孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織

間壁孔はレンズ状の大型壁孔が階段状に並んでいる。板目では放射組織は 1～ 3細胞列、高さ～800

μmか らなる。放射組織の直立細胞や軸方向柔細胞が油細胞に変化したものが多く見られる。クスノ

キは本州(関東以西)、 山国、九州に分布する。

宣
（
男
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使用顕微鏡晰

Nikon

MICROFLEX UFX― DX Type l15

都城市江内谷遺跡出土木製品樹種同定表

No. 掲 載 NQ 品  名 樹 種

1 461 板 材 マツ科モミ属

2-1 444 曲 物 イチイ科 カヤ属カヤ

2-2 438 曲 物 マツ科モミ属

2-3 439 曲 物 マツ科モミ属

3 447 皿  ? クスノキ科クスノキ属クスノキ
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第V章 小 結

1。 遺物 の考察

今回の調査では、縄文時代早期・後期～晩期、平安時代中期～鎌倉時代の遺物および極少量の弥生時

代、古墳時代終末期の遺物が出土した。出土点数としては、古代から中世にかけての遺物が大多数を占

めた。

縄文時代の遺物としては、早期の平権式をはじめ、後期の市来式、晩期では口唇部にヒレ状突起をも

つ黒川式や底部外面に組織痕 (編布圧痕)をのこした浅鉢などがあげられ、また打製石斧・扁平打製石

斧(土掘り具)・ 敲石・磨石・剥片石器などの石器類も出土した。石器の中で、487と 489については、顕

微鏡観察による使用痕分析をおこなった。487頁岩片は一部に、微弱であるがコーングロス(Bタ イプ)

が認められた事から、イネ科植物の刈り取りに使用された石包丁の破片と思われる。489剥片石器は、

刃部に切断・加工に使用されたことを示す線状痕が認められたが、対象物は不明であった。以上の遺物

については、江内谷遺跡に由来するものではなく、本遺跡の西側に隣接する舌状台地上に立地する中尾

山・馬渡遺跡からの流れ込みによる二次的移動および後世に行われた新田開発や耕地整理による削平・

造成段階で混入したものと考える。その理由として、 1.相当する時代の遺構が、本遺跡には存在しな

い事。 2.中尾山・馬渡遺跡で、縄文時代後期～晩期の江内谷遺跡出土と同様の遺物が出土し、遺構も

晩期の土坑が検出されており、早期の遺物についても未調査であるが、台地縁の露頭部にて確認されて

いる。 3.土器の表面が著しく摩滅している。の 3点が挙げられる。尚、縄文土器および石器類の出土

量は遺跡全体の遺物出土量の約10%程であった。

全出土遺物量の約90%を 占めている、平安時代 (

土師器・黒色土器・刻書土器・須恵器・越州窯

青磁・緑釉陶器・木製品・鍛冶関連遺物・滑石

製石鍋・ 東播系須恵器・砥石など多種多様な

物が出土した。殊に、土師器が出土遺物の大多

数であり、その中でも不および高台付椀の出土

量が最も多く、次いで甕となり、少量ではある

が皿も出土している。外・高台付椀・皿につい

ては、すべて底部切り離し技法がヘラ切りであ

り、外には底部外面下位部をヘラケズリによっ

て仕上げられた痕跡を明瞭にのこしたものが多

く、緑釉陶器・越州窯青磁や黒色土器A・ B類

などと共に出土しており、 9～ 11世紀のものと

思われる。尚、遺物の殆どが包含層内出土であ

り、本遺跡が谷地形に立地している関係上、層

自体が洪水による水成堆積層であり、また堆積

過程途中においても水流によって撹乱をうけて

おり、共伴関係に疑間が持たれ、明確な裏付け

も無く、詳細な時期および年代については言及 中尾山・馬渡遺跡出土遺物 (矢部喜多夫氏提供)

9世紀後半)か ら鎌倉時代(13世紀)にかけての遺物は、
|

―や
|

⑬

20cm10

膨鰤マ
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できなかった。また他の出土遺物についても、上記のllB由 により、個Bllの年代研究がされているもの以

外については、平安時代 (9世紀後半)か ら鎌倉時代 (13世紀)に かけてのものとしか言明できない。102

は須恵器の長頸瓶の底部片と思われ、器の内外面の片側だけに、黒漆が付着しており、貯蔵容器から漆

を汲み出す際に使用した物と考え、他に木器の未製品および木取り段階の木片が多量に出土 している事

を合わせると、木器のみならず漆器製作も行われていた可能性を示す物証の 1つ として挙げられる。ま

た、自然科学分析により出土した炭化種実の種実同定および、本製品の樹種同定を行ったが、両者の樹

種は合致しなかった。サンプル数が少量の為、なんとも言えないが、原材料は他所より持ち込まれたの

かもしれない。墨書土器も17点出上 しており、3270328の 2点の口縁部片には、「財」の一部と思われ

る墨書が施されており、同様に「財」の墨書が施された平安時代の上師器が、前出の中尾山 0馬渡遺跡

をはさんで、江内谷遺跡より約500m西側に位置する馬渡遺跡からも出土している。326は墨書が倒位し

た状態で施されており、祭祀・儀式等との関与が考えられる。また鍛冶FEl連遺物として、フイゴの羽口
0

鍛冶滓が出土 した。フイゴの羽口については、先端部の溶解部が垂直に近く、先端部以外に火熱を受け

た痕跡がないことから、地床炉に水平に埋め込まれた状態で使用されていたものと推測される。鍛冶滓

は、軽量で不純物を多く含むと思われる滓と、重量があり含鉄量が多く不純物が少ないと思われる滓の

2種類が出土している。このことから、精錬鍛冶および鍛錬鍛冶の両方が行なわれていたことが窺える。

今回の調査で出土した遺物の特色として小面積の調査であったにも関わらず、多量の上師器が出土し

た事、生産に関連 した遺物が多数出土した事、越州窯青磁や緑釉陶器といった、当時において一般には

流通 していなかったとされる遺物が、少量であるが出土している事である。

古代の土師器については、県内においてまだ研究段階であり、今後より多くのデータの収集
0蓄積・

分析を行い、地域における編年を確立することが課題である。

2。 遺構 の考察

今回出上した遺構として、掘立柱建物 1棟 (S B01)、 溝状遺構 5条 (S D010 02003 004 0 05)、 土坑

3基 (S C01002003)、 井戸 1基 (S E01)、 道路状遺構 1本 (S F01)、 杭列 1(S L01002)を検出し、

水田跡 (古代 。中世 。近世)が土層断面にて、確認された。

時期および年代については、 S B01は柱穴からの出土遺物が無 く、年代不詳であるが、軸の向きおよ

び埋上の状況などから、 S D01と ほぼ同時期に並存していたのではないかと思われる。

S D01は 、遺構内より、土師器、須恵器、製塩土器、鍛冶FEl連遺物などが出上しており、出土遺物、

埋上状況、遺構の切り合いFtl係 より、平安時代(9世紀後半～11世紀)の所産と推定される。また同遺構

内より出土した炭化物の自然科学分析を行い、放射性炭素年代測定の結果、
RC年
代ではBP1240± 40年、

補正
MC年
代ではBP1200± 40年 という値がでている。(いずれもAD1950年基準)

S D02は 、遺構内より、土師器、須恵器、黒色土器A類、墨書土器、製塩土器、鍛冶関連遺物、越州

窯青磁 (第 Ⅱ類)、 緑釉陶器 (洛西型 9世紀第 3四半期)な ど出上 しており、出土遺物、理土状況、遺構の

切り合い関係より、 S D01と 同様に、平安時代(9世紀後半～11世紀)の所産と推定されるが、出土遺物

の状況などより、 S D01よ り若千、時期が古 くなると思われる。また同遺構内より出土 した炭化物の自

然科学分析を行い、放射性炭素年代測定の結果、
‖C年代ではBP1260± 40年、補正MC年代ではBP1210

±40年 という値がでている。(いずれもAD1950年基準)

S D03は、遺構の切り合い関係および埋土状況 (近世の水田耕作土である第Ⅳ層に酷似している)よ り、

近世の所産であり、近世の水田に伴うものと推定される。
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S D04か らは、主に須恵器が出土している。出土遺物、埋土状況、走行状況より、 S D02と 同時期に

併走していたと推定される。

S D05は 、埋土が近世の水田耕作上である第V層であることから、近世の所産であり、 S D03よ り古

い段階の水国に伴うものと推定される。

S C01002は、埋土状況から、近世の所産であり、ほぼ同時期と推測されるが、両方とも出土遺物は

無く、年代および用途は詳細不明である。

S C03は 、切り合い関係から、 S D01よ り古い時期の土坑であるが、 S C01002と 同様に出土遺物は

無 く、年代および用途は詳細不明である。

S E01か らは、面取り加工された軽石以外には特に出土遺物は無 く、埋土状況から中世の所産と推測

され、用途については、日常使う生活用水を得る為の一般的な丼戸としての用途および、中世の水田跡

が隣接 していることから、溜井 (水田への灌漑用水の確保と取水を目的として掘られた井戸)と しての用

途の 2通りが考えられるが、断定できる痕跡が残存していなかった。

S F01は 、埋土状況および調査区北壁の上層断面観察より、近世の所産と推定される。

S L01002は 、前にも述べているが、同一の杭列であり、交互に打ち込まれている状況から、横板を

はめこみ、土留めとして機能していたものと推測される。尚、打ち込み面が不明の為、時期および年代

は不明である。

S W01は、中世 (第Ⅶ層期)の水田跡である。また、プラント・オパール(植物珪酸体)分析の結果、イ

ネが9700個 /gと高い密度で検出された。(一般に、イネのプラント。オパールが試料 lgあ たり3000～

5000個以上検出された場合に、稲作が行われていた可能性が高いと判断されている)

S W02は 、古代 (第 X層期)の水田跡である。また、プラント・オパール(植物珪酸体)分析の結果、イ

ネが24100個/gと非常に高い密度で検出された。

近世の水田跡については、後世の削平 0造成などにより、消失している部分が多く、当時代の水田耕

作土と思われる第Ⅲ oⅣ OV層の残存部から、範囲を想定するに留まった。また、プラント・オパール

(植物珪酸体)分析の結果、第Ⅳ層からイネが6000個 /g、 第V層からイネが6800個 /gと 高い密度で検

出された。他の第Ⅷ oⅨ oXI層からも、プラント0オパール(植物珪酸体)分析の結果、13400個 /g、
14300個 /g、 15900個 /gと 高い密度で検出され、この地において古代から近世、そして現在に至るま

で、恒久的に稲作が行われていた事がうかがえる。

3。 ま とめ

江内谷遺跡は、成層シラス台地の開析谷からの流水によって形成された扇状地の扇頂部に立地した遺

跡であり、調査区の東側部分では、 1日谷地形が埋没して平坦化した後、古代から近世にかけて、稲作が

行われていたようである。古代から中世にかけては、幾度となく洪水災害に見舞われていたと思われ、

その痕跡が各層にみられる河成堆積物および河床堆積物 (上石流堆積物)であり、大量の遺物が水田耕作

土中から出上 している事からも、その様子を窺い知ることができる。近世になると、大規模な水田開発

が行われたようで、調査区内においてもかなりの部分が開発による削平を受けていた。近世の水田開発

のことは、文献・資料にものこっているようであり、『都城と島津氏―都城の歴史と都城島津家のあゆ

み―』の中で、「島津久理(1669年 。都城領主就任)は、田畑の生産力向上のために関之尾に灌漑用水路

を開削し、次の久龍は、財部の田平開田井手溝の捨水を取り入れることによって横市村加治屋久味木下

の新田開発を行った」と述べられている。尚、江内谷遺跡周辺には現在でも、励目治屋」「久味木」とい
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う地名が存在している。

また、平安時代の土師器を中心として、平安時代(9世紀後半)か ら鎌倉時代(13世紀)にかけての遺物

が、大量に出土しており、特に多くの木製品・未製品、鍛冶関連遺物が出土したことは、工房が存在し

ていた事を示唆していると思われるのだが、前にも述べているように、後世の水田開発や耕地整理によっ

て撹乱をうけており、調査区内では直接それに結びつくような遺構は確認されなかった。しかし遺物の

出土状況からみても、小鍛冶および木器製作が遺跡内または遺跡周辺で行なわれていた事は確かであり、

漆の汲み出しに使用されたと思われる遺物 (102)が出土していることなどから、漆器製作もおこなわれ

ていた可能性が高いとおもわれる。また、プラント・オパール(植物珪酸体)分析の結果から、調査区周

辺は当時、湿地的な環境であったと推定されており、塗布した漆を乾燥硬化させるのに適した環境では

あったようである。いずれにせよ、土師器の不、椀といった食膳具を主体として多くの遺物が出土して

いることから、平安時代(9世紀後半)か ら鎌倉時代(13世紀)にかけて、江内谷遺跡および周辺には集落

が存在し、近隣では前記の稲作を中心とした水田耕作が営まれ、集落には職
0工人集団がいたものと思

われる。

江内谷遺跡が立地している横市川流域には、古代から中世にかけての遺跡が数多くあり、過去に調査

したもの、現在調査中の遺跡も含め、今後調査が進むにつれて、この流域の古代から中世にかけての様

相が少しずつ明らかになっていくことであろう。

コーングロスBタ

(× 200 撮影

イプ 487石包丁

:山村信榮氏)

線 状

(ス(200

痕 489剥片石器

撮影 :山村信榮氏)
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4。 あとが き

発掘調査 0遺物整理・報告書作成において、次の方々の御協力
0御教示を頂いた。この場を借りて、

厚く御礼申し上げます。

山本信夫(山本考古研究所所長) 宍戸 章(宍戸地質研究所所長) 上田 耕 (鹿児島県知覧町教育

委員会) 南正覚雅士 。松本 茂 。堀田孝博(宮 1庵県理蔵文化財センター) 松下述之 。矢部喜多夫・

来畑光博・横山哲英 。大盛祐子 。原田亜紀子鰭Ь城市文化課)(尊称略)
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調査前遺跡全景

(南東から)

調査前確認調査風景

図 版 1

|,■′●| ■

種職

表土剥ぎ風景
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図 版 2

発掘調査風景

調査区外東側旧地形状況
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木器 (皿)出土状況



図 版 3
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図 版 4
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図 版 5

SD01完掘状況

(ラ縫から)

SD01完掘状況

(25か ら)

SD01内遺物出土状況
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図 版 6
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図 版 7
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図 版 8

SD02完掘状況

(F打から)

SD02内遺物出土状況
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図 版 9

SD03、 04切 り合い

土層断面

SD04土層断面

(南 か ら)

SD04、 SW01切 り合い

土層断面
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図 版 10
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(「輯から)

SC01土層断面
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図 版 11
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図 版 12
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図 版 13
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図 版 14

杭列全景

(ゴヒから)

杭列北側部分近景

(Jヒから)

杭列南側部分近景

(Jヒから)
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図 版 15
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図 版 16

砥石出土状況

墨書土器出土状況
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緑釉陶器出土状況



図 版 17

木器(曲物)出土状況

樹皮出土状況

フイゴ羽口出土状況
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図 版 18

123

507

508

125

124

117

509

縄文土器

-122-

126



図 版 19
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図 版 20
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図 版 21
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図 版 22
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図 版 23
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図 版 24
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図 版 25
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図 版 26

37 39

40

土師器 (杯 )

一-130-―



図 版 27

143

145

142

144

土師器 (不 )

-131-

148



図 版 28
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図 版 29
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図 版 30
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図 版 31
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